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【手続補正書】
【提出日】平成21年3月9日(2009.3.9)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ダウンミックス信号及び空間情報信号を受信する段階と、
　前記空間情報信号にヘッダが含まれた場合、前記ヘッダから環境設定情報を抽出する段
階と、
　前記空間情報信号に含まれた空間情報を抽出する段階と、
　前記環境設定情報及び前記空間情報を用いて前記ダウンミックス信号を多チャネルオー
ディオ信号にアップミキシングする段階と、
　前記環境設定情報から抽出した多チャネル配列情報を用いて、前記多チャネルオーディ
オ信号を出力チャネルにマッピングする段階と、
を備えることを特徴とする、オーディオ信号デコーディング方法。
【請求項２】
　前記多チャネルオーディオ信号のうちの１つのチャネル信号をマッピングするのに必要
な情報量は、
　ｌｏｇ２［（全オーディオ信号の個数）－（前記チャネル信号の序数）＋１］の値と等
しいか大きい最小の整数であることを特徴とする、請求項１に記載のオーディオ信号デコ
ーディング方法。
【請求項３】
　前記チャネル信号に対応する信号配列情報が、前記チャネル信号の順序で多チャネル配
列情報に挿入されることを特徴とする、請求項２に記載のオーディオ信号デコーディング
方法。
【請求項４】
　前記空間情報に前記ヘッダが含まれていない場合、以前の空間情報信号に含まれている
ヘッダから環境設定情報を抽出する段階を備えることを特徴とする、請求項１に記載のオ
ーディオ信号デコーディング方法。
【請求項５】
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　前記環境設定情報は、タイムスロットの数、信号変換部の数及びスピーカーマッピング
情報を含むことを特徴とする、請求項１に記載のオーディオ信号デコーディング方法。
【請求項６】
　前記空間情報は、フレーム識別子、パラメータセットの個数及びタイムスロットの位置
情報をさらに含むことを特徴とする、請求項１に記載のオーディオ信号デコーディング方
法。
【請求項７】
　前記空間情報信号にエラーが発生した場合、前記空間情報のエラーを訂正する段階をさ
らに備えることを特徴とする、請求項１に記載のオーディオ信号デコーディング方法。
【請求項８】
　ダウンミックス信号及び空間情報信号を受信する受信部と、
　前記空間情報信号にヘッダが含まれた場合、前記ヘッダから環境設定情報を抽出し、前
記空間情報信号に含まれた空間情報を抽出する空間情報デコーディング部と、
　前記環境設定情報及び前記空間情報を用いて前記ダウンミックス信号を多チャネルオー
ディオ信号にアップミキシングする多チャネル生成部と、
　前記環境設定情報から抽出した多チャネル配列情報を用いて、前記多チャネルオーディ
オ信号を出力チャネルにマッピングするスピーカーマッピング部と、
を備えることを特徴とする、オーディオ信号デコーディング装置。
【請求項９】
　前記多チャネルオーディオ信号のうちの１つのチャネル信号をマッピングするのに必要
な情報量は、
　ｌｏｇ２［（全オーディオ信号の個数）－（前記チャネル信号の序数）＋１］の値と等
しいか大きい最小の整数であることを特徴とする、請求項８に記載のオーディオ信号デコ
ーディング装置。
【請求項１０】
　前記チャネル信号に対応する信号配列情報が、前記チャネル信号の順序で多チャネル配
列情報に挿入されることを特徴とする、請求項９に記載のオーディオ信号デコーディング
装置。
【請求項１１】
　前記空間情報デコーディング部は、前記空間情報に前記ヘッダが含まれていない場合、
以前の空間情報信号に含まれているヘッダから環境設定情報を抽出することを特徴とする
、請求項８に記載のオーディオ信号デコーディング装置。
【請求項１２】
　前記環境設定情報は、タイムスロットの数、信号変換部の数及びスピーカーマッピング
情報を含むことを特徴とする、請求項８に記載のオーディオ信号デコーディング装置。
【請求項１３】
　前記空間情報は、フレーム識別子、パラメータセットの個数及びタイムスロットの位置
情報をさらに含むことを特徴とする、請求項８に記載のオーディオ信号デコーディング装
置。
【請求項１４】
　前記空間情報デコーディング部は、前記空間情報信号にエラーが発生した場合、前記空
間情報のエラーを訂正することを特徴とする、請求項８に記載のオーディオ信号デコーデ
ィング装置。
【請求項１５】
　オーディオ信号を受信する段階と、
　前記オーディオ信号から、分割識別子および未分割の識別子のうち少なくとも一つを含
むチャネル構成情報を抽出する段階と、
　前記分割識別子と同じ個数の信号変換部前記オーディオ信号をデコーディングする段階
と、
を備え、
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　前記分割識別子および前記未分割の識別子が、少なくとも一つの信号を少なくとも二つ
の信号にアップミキシングする信号変換部を含むか否かを表し、
　上位階層信号に対応する第１の分割識別子が、前記チャネル構成情報に含まれている場
合、前記第１の分割識別子の後に現れる分割識別子もしくは未分割の識別子は、前記上位
階層信号から分離された下位階層信号に対応することを特徴とする、オーディオ信号デコ
ーディング方法。
【請求項１６】
　オーディオ信号を受信する受信部と、
　前記オーディオ信号から、分割識別子および未分割の識別子のうち少なくとも一つを含
むチャネル構成情報を抽出する空間情報デコーディング部と、
　前記分割識別子と同じ個数の信号変換部前記オーディオ信号をデコーディングする多チ
ャネル生成部と、
を備え、
　前記分割識別子および前記未分割の識別子が、少なくとも一つの信号を少なくとも二つ
の信号にアップミキシングする信号変換部を含むか否かを表し、
　上位階層信号に対応する第１の分割識別子が、前記チャネル構成情報に含まれている場
合、前記第１の分割識別子の後に現れる分割識別子もしくは未分割の識別子は、前記上位
階層信号から分離された下位階層信号に対応することを特徴とする、オーディオ信号デコ
ーディング装置。
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